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ウロン酸の代謝に関する研究 (2)
Erwinia aroideae ~とよるペクチン酸の代謝中間生成物の性質










前報と同じ方法で， E. aroideaeの菌体の Mj45phosphate buffer懸濁液をつくり，
トルオールを5mlに対して0.1ml加え，綿栓して 170Cで2時間振重量L" 空気を通じて
残った微量のトルオールを追い出す.これを遠心分離し(12，000rpm， 10分間)，菌体を
除き，セロフ 7γ膜で透析したものを酵素液として用いた.基質の 1%溶液 1mlと酵素
液0.5mlを混合し， トルオール2滴を加え， 350Cで5時間作用させ，反応液のペーパー
クロマトグラフィを行った. その結果は第1図の通りであった. 展開斉IJには nー プタノー


































































した.結晶水10.16%， Ca 8.80 %， 無水物について元素分析を行なった結果 C30.67 
%， H 4.93 %であった.
プルシン塩 遊離のAの水溶液をつくち，これにプルグンを徽アルカリ性になるまで加
える.滅過してからプノレシγ塩をアセト γで3回沈澱させて精製し，冷蔵庫の中で水溶液
から結晶させる.再結して第3図のようなプルジン塩の結晶を得た. m. p. 1800~1820 
(褐変)， Ca滋の場合と同じ条件で測定した結晶水の含有量は4.73%であった.然水物の
元素分析の結果はC57.56 %， H 6.38 %， N 4.56 %であった.
カルボキジル基と還元基 Ca塩の結晶を水に溶かし，樹脂でCaを除き，無水燐酸を入
れたデシケ{ターの中で50Cに放置して濃縮し，無水酒精を加えて蒸発させ，避難のA
の白色紛末を得た. m. p. 670~690， Pregl法によるカルボキシル基の含有量は無水物に
対して24.78%であった. また Willst益tter-Schudel法で還元力を測定すれば，遊離の無
水物10mgは Nj10lzを 0.58ml消費する. したがってAはカルボキシル基と還元基を
2: 1の割合に含有していることになる.
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すれば，ペーパークロマトグラフの RF値は a0.30， b 0.74， c 0.89であった. いず





代謝中間生成物 (A)は粘液酸 (m.p. 2120~2130 混敵しても降下しない〉をつくる.
無水物からの牧量は37.9%であち，
無水のガラクトウロン酸からは82.2



































の量も大体ガラクトウロン酸の 第 1表 ナフトレゾルシシ法によるAと
半分である. ガラPトウロ γ敵の吸光度
Aを 1200Cで30分間加熱し
試の量料 吸 光 度
た溶液をエーテルで抽出すれ 酒 精 酒 精T 
ぽ， bとCはエーテルの層に移
エーテル 4γゼ γ.
行する.エーテルを追い出し， A 17.8 0.089 0.097 
水に溶解して， 2， 4 -dinitro- ガヲF トウロン酸 9.5 0.095 0.095 
phenyl hydrazineのアルコー
ル椿液を添加すると， bの hydrazoneが沈澱する.これを溜別し，ホルマリンで過剰の
2， 4 -dinitrophenyl hydrazineを除去したのち， エーテルで抽出する. エーテルを蒸発
すると C の結晶が析出する. 水から再結したものは針状結晶で， 1000Cで完全に昇華す
る.m.p.は1280-129.50で，フルフラールから調製した 2ー フラシカルポン酸の結品と
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Na-borohydrideで還元すれば， RF値 0.34の非還元性の酸性物質を生じ， このもの
は，ベーパークロマトグラフィの結果から， Lー ガラクトン酸， 5ー ホルミルー2-フランカ
Jレポン酸， 2一フランカノレポン酸と考えられる物質に分解する.





反応液2mlに NaHCC3の飽和溶液0.2ml， NaHCC3を加えた0.65Nの Na3AsC3溶液
5 ml， KIの20%溶液0.3mlを加え，.暗所に30分間放置してから Nj20h溶液で滴定し
た.第13図と第14図にその結果を示した.
ヂガラクトウロン酸とAでは overoxidationが起きていることを示している.反応終点
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代謝中間生成物 (A)の化学構造は本報の実験結果ではまだ分らないが，ガラクトウロ
ン敵と分解時に 5ー ホノレミルー 2-フヲシカノレポン酸や2一フランカルボン酸を生成する部分
とから構成されているものと 1'" -r _ ド以
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